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パンジー病院で
イ70被害につい
すムクウェゲ医

アフガン在来小麦復活へ

露LNG輸出

独占見直しへ
下院で新規参入法可決
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会場によっては、試聴販売・貸出販売・修理欄登など、その予約を承
ります。購入をしない相議だけの場合も承っております。さらに会場
る購入又は予釣は、クーリングオフの対象となっております。また、
出セール・下取り割り得セール欄格交渉も自由に承っております。
は、毎日全国で謝会場、1ケ月に約㈱会場の巡回相談を開催しており∃
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脳で聞き取りまも

こんなに耳の穴にしっかりと入っている
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私たちは潜を翫聴き、
私たちは、空気の振動を耳で昔として感じます。そして、脳でその昔を言葉であれ物

音であれ、何であるかを理解します。この時に、耳で音として感じた情報が十分でな

いと理解しづらくなります。人は成長の段階でバランスが崩れると、近視になった

り、また年を重ねて小さな文字が見づらくなる老眼になったりすることがありま

す。同じ様に耳も人によっては加齢により、耳の所での情報不足が原因で聞き取りづ
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コ
ン
ゴ
東
部
の
主
要
都
市
ブ

カ
ブ
。
1
9
9
9
年
に
ム
ク
ウ

ェ
ゲ
氏
が
設
立
し
た
産
婦
人
科

の
パ
ン
ジ
ー
病
院
を
訪
れ
る

と
、
患
者
で
ご
っ
た
返
す
中
庭

で
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
地
面
に
座
り

続
け
る
若
い
女
性
が
い
た
。
病

院
関
係
者
が
そ
っ
と
「
レ
イ
プ

被
害
者
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

ベ
ッ
ド
数
4
5
0
床
で
3
5
人

の
医
師
が
勤
務
す
る
同
病
院

は
、
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
が
中
心
と

4老害被
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
4
万
人
以

上
の
被
害
者
を
治
療
。
同
氏
は

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候

補
に
も
取
り
ざ
た
さ
れ
た
。

コ
ン
ゴ
東
部
に
は
、
豊
富
な

天
然
資
源
を
巡
り
、
4
0
以
上
の

武
装
勢
力
が
割
拠
す
る
。
ム
ク

ウ
ェ
ゲ
氏
に
よ
る
と
、
「
武
装

勢
力
は
地
域
住
民
ら
を
恐
怖
で

支
配
す
る
た
め
の
『
武
器
』
と

ズ
ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V
）
に
感
染

し
て
い
た
。
「
私
が
施
し
た
治
療

で
は
、
彼
女
た
ち
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
」
。
今
も
悲

し
み
と
怒
り
が
収
ま
ら
な
い
。

ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
は
被
害
の
根

絶
に
は
「
治
療
だ
け
で
は
不
十

分
。
武
装
勢
力
掃
討
に
向
け
、

国
際
社
会
の
関
心
と
支
援
が
必

要
だ
」
と
、
訴
え
て
い
る
。

◇

2
5
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

1
9
8
0
年
代
初
め
に
前
国

会
議
長
が
地
方
検
事
時
代
に

考
案
し
た
、
と
い
う
の
が
有

力
だ
。
韓
国
紙
・
東
亜
日
報

け
で
」
と
少
し
申
し
訳
な
さ

そ
う
に
提
案
さ
れ
た
。
3
杯

で
も
威
力
十
分
な
の
だ
が
・
：

（
中
川
孝
之
）

力
撤
廃
の
国
際
デ
ー
」
に
あ
た

り
、
国
連
の
渚
基
文
事
務
総
長

は
「
犠
牲
者
の
傷
を
癒
や
す
手

伝
い
を
し
て
い
る
英
雄
」
と
し

て
、
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
を
た
た

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し

た。

戦
乱
に
よ
る
国
土
の
荒
廃
で

ほ
ぼ
絶
滅
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
在
来
種
の
小
麦
を
同
国
で
復

活
さ
せ
る
た
め
、
日
本
の
研
究

者
が
約
6
0
年
前
に
現
地
で
収
集

し
、
日
本
で
保
存
さ
れ
て
い
た

種
を
「
故
郷
」
に
戻
し
て
栽
培

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で

い
る
。
品
種
改
良
も
進
め
、
同

国
の
農
家
に
提
供
す
る
方
針

で
、
食
糧
事
情
の
改
善
を
目
指

し
て
い
る
。
（
カ
ブ
ー
ル
　
丸

山
修
、
写
真
も
）

カ
ブ
ー
ル
に
あ
る
農
業
試
験

場
の
小
麦
畑
。
ま
い
た
ば
か
り

の
小
麦
が
緑
色
の
小
さ
な
芽
を

出
し
始
め
て
い
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小

麦
の
発
祥
を
調
べ
て
い
た
京
都

大
学
の
研
究
者
木
原
均
氏
（
故

人
）
ら
が
1
9
5
5
年
に
ア
フ

ガ
ン
で
収
集
し
た
も
の
だ
。
植

物
遺
伝
学
を
専
門
と
す
る
横
浜

市
立
大
学
の
坂
智
広
教
授
ら
が

同
大
の
研
究
所
な
ど
で
保
存
し

て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

日
本
の
国
際
協
力
機
構
（
J
I

C
A
）
が
、
坂
教
授
と
共
同
で

ア
フ
ガ
ン
政
府
の
協
力
を
得
な

が
ら
2
年
前
に
始
動
し
た
。

カ
ブ
ー
ル
の
農
業
試
験
場

で
小
麦
畑
を
見
守
る
ア
リ

フ
ィ
さ
ん
（
1
7
日
）

▲す
る
た
め
に
は
、
4
㌦
に
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

十
分
な
か
ん
が
い
施
設
が
整

備
で
き
れ
ば
可
能
だ
が
、
降
雨

に
頼
る
し
か
な
い
農
地
が
8
割

近
く
を
占
め
る
ア
フ
ガ
ン
で

は
、
乾
燥
に
強
い
在
来
種
を
復

活
さ
せ
る
の
が
近
道
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
年
度
と
な

っ
た
2
0
1
1
年
、
坂
教
授
ら

は
約
半
世
紀
ぶ
り
に
土
へ
と
戻

っ
た
小
麦
が
生
育
で
き
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
日
本

か
ら
持
っ
て
き
た
在
来
種
を
カ

ブ
ー
ル
で
試
験
的
に
栽
培
。
こ

れ
が
う
ま
く
育
っ
た
た
め
、
他

地
域
の
気
候
で
も
生
育
可
能
か

調
べ
よ
う
と
、
1
2
年
に
西
部
へ

ラ
ー
ト
と
東
部
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
を
追
加
。
来
春
に
は
初
め
て

中
部
バ
ー
ミ
ヤ

日
本
で
半
世
紀
保
存

乾
燥
に
強
く
収
量
増
期
待

ン
と
北
部
タ
ラ

カ
ン
で
も
試
験

栽
培
を
行
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
た
め
、
坂

ア
フ
ガ
ン
で
は
小
麦
か
ら
作

る
「
ナ
ン
」
な
ど
が
主
食
。
し

か
し
、
8
9
年
の
ソ
連
軍
撤
退
後

の
内
戦
や
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
影

響
で
、
遺
伝
資
源
の
保
存
や
品

種
改
良
な
ど
の
農
業
政
策
が
滞

り
、
在
来
種
の
小
麦
を
維
持
で

き
な
く
な
っ
た
。
小
麦
を
購
入

で
き
る
だ
け
の
収
入
が
な
い
家

庭
も
多
く
、
自
給
自
足
の
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
急
務
だ
。

現
在
、
ア
フ
ガ
ン
で
一
般
的

に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
外
国

種
。
－
詣
当
た
り
の
収
穫
量
は

全
国
平
均
で
2
㌦
と
さ
れ
る

が
、
国
内
で
完
全
自
給
を
実
現

教
授
の
研
究
室

で
2
年
間
、
品
種
改
良
を
学
び
、

1
0
月
に
帰
国
し
た
農
業
省
の
研

究
者
ム
ジ
ブ
ラ
フ
マ
ン
・
ア
リ

フ
ィ
さ
ん
（
3
6
）
は
「
ア
フ
ガ
ン

は
か
つ
て
小
麦
の
輸
出
国
だ
っ

た
が
、
今
は
自
給
で
き
て
い
な

い
。
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

【
モ
ス
ク
ワ
＝
田
村
雄
】
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
が
1
2
月

1
日
か
ら
、
日
本
を
は
じ
め
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
拡
大
を
目
指
し
、
国

営
ガ
ス
会
社
「
ガ
ス
プ
ロ
ム
」

に
認
め
て
き
た
液
化
天
然
ガ
ス

（
L
N
G
）
の
輸
出
独
占
を
見

直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

下
院
は
2
2
日
に
L
N
G
の
輸

出
事
業
へ
の
新
規
参
入
を
認
め

る
法
案
を
可
決
。
今
月
中
に
上

院
が
可
決
し
、
大
統
領
が
署
名

し
て
発
効
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

極
東
で
日
本
企
業
と
提
携
L
L

N
G
工
場
の
建
設
を
計
画
す
る

国
営
石
油
会
社
「
ロ
ス
ネ
フ
チ
一

と
、
北
極
圏
の
ヤ
マ
ル
半
島
で

L
N
G
事
業
を
進
め
る
独
立
系

ガ
ス
会
社
「
ノ
バ
テ
ッ
ク
」
の

2
社
に
新
た
に
L
N
G
の
輸
出

免
許
が
与
え
ら
れ
る
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
は
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
側
近
中
の
側
近
で
あ

る
イ
ー
ゴ
リ
・
セ
チ
ン
氏
が
社

長
を
務
め
る
。
丸
紅
や
伊
藤
忠

も
参
加
す
る
極
東
の
事
業
「
サ

ハ
リ
ン
1
」
で
石
油
、
天
然
ガ

ス
を
生
産
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ガ
ス
輸
出
は
最
大

の
輸
出
先
で
あ
る
欧
州
向
け
が

頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
う
え
、

米
国
発
の
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革

命
」
に
よ
る
ガ
ス
価
格
の
下
落

に
直
面
。
こ
の
た
め
、
日
本
、
韓

国
、
中
国
な
ど
へ
の
L
N
G
供

給
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
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ル
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ウソ
北
香

戻
′
一
て
き
た
澗
貞
た
ち
が
、
次
々
と
ブ
ー
ス
に

入
っ
て
い
く
。
そ
の
表
情
を
観
察
し
て
み
る
が
、

特
に
変
わ
っ
た
様
子
は
な
い
。
こ
こ
ろ
な
し
か
緊

張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
気
の
せ
い
か
も

し
れ
な
い
。

列
が
少
し
ず
つ
動
き
始
め
た
。
ば
ら
け
て
い
た

列
が
徐
々
に
整
い
、
ま
っ
す
ぐ
な
列
に
な
っ
て
い

く
。
見
慣
れ
た
入
管
の
風
景
。
列
が
進
む
に
つ
れ
、

私
語
を
交
わ
す
人
が
減
り
静
か
に
な
っ
て
い
っ

た。
し
か
し
、
い
つ
も
よ
り
入
念
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
帰
国

し
た
日
本
人
で
す
ら
、
一
人
に
掛
け
る
時
間
が
長

い
。
ま
し
て
や
、
外
国
人
の
ほ
う
は
在
留
カ
ー
ド

の
発
行
時
間
を
差
し
引
い
て
も
、
一
人
一
人
に
か

な
り
の
時
間
を
割
い
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
、
ま
た
後
ろ
の
ほ
う
で
戸
惑
い
の

声
が
ざ
わ
ざ
わ
と
湧
き
起
こ
っ
て
い
る
の
が
分
か

っ
た
。
隣
の
列
に
い
る
若
い
女
の
子
が
、
な
か
な

か
列
が
進
ま
な
い
の
で
あ
き
ら
め
顔
で
バ
ッ
グ
か

ら
文
庫
本
を
取
り
出
し
た
の
が
見
え
、
康
久
も
パ

ソ
コ
ン
を
出
し
て
も
う
一
度
ド
ラ
フ
ト
の
チ
ェ
ッ

ク
で
も
し
よ
う
か
な
と
考
え
る
。

が
、
康
久
の
並
ん
で
い
た
列
は
比
較
的
早
く
進

ん
で
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
始
め
る
に
は
中

途
半
端
な
人
数
が
前
に
並
ん
で
い
る
。

手
持
ち
無
沙
汰
な
時
間
が
過
ぎ
、
つ
い
に
彼
の

前
の
ツ
イ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
広
い
背
中
が
す
っ

と
前
に
進
ん
で
い
く
の
が
見
え
た
。

待
機
禄
の
と
こ
ろ
で
、
あ
の
青
年
が
烏
の
巣
頭

を
か
が
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
渡
す
の
を
眺
め
る
。

職
員
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
機
械
に
当
て
る
。
と
、

何
か
に
気
付
い
た
よ
う
に
モ
ニ
タ
ー
を
覗
き
込

む。
何
気
な
い
様
子
だ
っ
た
の
が
、
徐
々
に
真
剣
に

な
っ
て
い
く
の
が
そ
の
日
の
表
情
か
ら
分
か
っ

た。
青
年
に
何
か
を
質
問
し
、
青
年
が
「
心
外
だ
」

と
で
も
い
う
よ
う
に
両
手
を
広
げ
て
答
え
て
い
る

の
が
見
え
た
。
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日
日
日
日
日
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蒜
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